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きらりとひかる田園都市みさと

　３月定例会には、市長から「三
郷市いじめ問題対策連絡協議会
条例」など37議案が提出され、
原案どおり可決しました。

論点
3
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
特
に
市
民
の
方
々
に
関
連
の
深
い
議
案
が
、
ど
の
よ
う
に
審
議
さ
れ
た
か
、
そ
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　︻
内
容
︼「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進

法
」
の
施
行
に
伴
い
、
い
じ
め
問

題
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
協

議
す
る
機
関
や
重
大
事
態
に
対
応

す
る
調
査
機
関
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。

▽�

本
会
議
や
委
員
会
で
は
次
の
よ

う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

３
つ
の
議
案
の
関
連
性
は
。

答　

三
郷
市
い
じ
め
問
題
対
策
連

絡
協
議
会
は
毎
年
開
催
し
、
市
内

小
・
中
学
校
の
状
況
を
適
切
に
把

握
す
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
の
早

期
発
見
、
早
期
対
応
等
に
つ
い
て

対
策
を
協
議
す
る
。
さ
ら
に
、「
三

郷
市
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の

基
本
的
な
方
針
」
の
見
直
し
や
改

善
を
行
う
。
い
じ
め
問
題
調
査
委

員
会
は
、
教
育
委
員
会
の
附
属
機

関
と
し
て
、
重
大
事
態
︵
生
命
、

心
身
ま
た
は
財
産
に
重
大
な
被

害
︶
が
発
生
し
た
場
合
に
調
査
を

行
う
。
い
じ
め
問
題
再4

調
査
委
員

会
は
、
市
の
附
属
機
関
と
し
て
調

査
委
員
会
が
調
査
し
た
結
果
等
に

つ
い
て
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
調

査
・
審
議
す
る
。

問　

い
じ
め
の
認
知
件
数
や
そ
の

対
応
は
。

答　

い
じ
め
が
疑
わ
れ
る
ケ
ー
ス

を
含
め
て
今
年
度
は
12
月
現
在
、

小
学
校
５
件
、
中
学
校
２
件
の
報

告
が
あ
っ
た
。
教
育
委
員
会
で
は

学
校
に
調
査
、
指
導
を
行
い
、
学

校
現
場
で
解
決
を
図
っ
て
い
る
。

３月定例会

３/1～23

い
じ
め
防
止
・
早
期
発
見
・

 

早
期
対
応
を
効
果
的
に
推
進

成長できる三郷の学校

議
案
第
24
号　

三
郷
市
い
じ
め

問
題
対
策
連
絡
協
議
会
条
例

議
案
第
25
号　

三
郷
市
い
じ
め

問
題
調
査
委
員
会
条
例

議
案
第
26
号　

三
郷
市
い
じ
め

問
題
再
調
査
委
員
会
条
例

●�いじめの定義やいじめの防止等の対策のため、市・学校等が実施する
取り組みなどを明記しました。
●�関係機関によるいじめ防止等のための連絡協議会や重大事態が生じた
場合に調査を行う委員会などを設置します。
●�市、教育委員会、市立小・中学校、家庭、地域住民その他関係者の連
携の下、いじめの問題を克服することを目指します。

【三郷市いじめの防止等のための基本的な方針の概要】

社会を明るくする運動（前谷小学校）

あいさつ運動（彦糸中学校）

みさと市議会だより  第165号
平成28年５月15日発行

2



論点

問　

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
構
成
は
。

答　

連
絡
協
議
会
は
学
校
の
校
長

会
代
表
、
市
の
職
員
、
関
係
行
政

機
関
の
職
員
等
で
あ
る
。
調
査
委

員
会
及
び
再
調
査
委
員
会
は
、
教

育
、
法
律
、
心
理
等
に
つ
い
て
の

専
門
的
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る

第
三
者
で
、
公
平
性
、
中
立
性
が

確
保
で
き
る
か
た
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
別
の
か
た
が
委
嘱
さ
れ
る
。

問　

い
じ
め
の
重
大
事
態
と
は
。

答　

基
本
方
針
で
は
①
児
童
生
徒

が
自
殺
を
企
て
た
場
合
、
②
身
体

に
重
大
な
障
害
を
負
っ
た
場
合
、

③
金
品
等
に
重
大
な
被
害
を
負
っ

た
場
合
、
④
精
神
性
の
疾
患
を
発

症
し
た
場
合
を
重
大
事
態
と
し
て

い
る
。
問
題
発
生
時
に
、
学
校
は

教
育
委
員
会
に
、
教
育
委
員
会
は

市
長
に
報
告
す
る
。

問　

基
本
方
針
は
ど
の
よ
う
に
生

か
さ
れ
て
い
く
の
か
。

答　

小
・
中
学
校
で
定
め
た
「
学

校
い
じ
め
防
止
対
策
基
本
方
針
」

の
見
直
し
に
生
か
す
と
と
も
に
、

今
後
も
継
続
し
て
い
じ
め
の
早
期

発
見
、
早
期
対
応
に
努
め
る
。

子供たちが安心して健やかに

　

最
終
結
論
を
出
す
本
会
議
で

は
、
常
任
委
員
長
が
委
員
会
の

審
査
内
容
を
報
告
し
、
採
決
の

結
果
、
全
議
員
賛
成
で
す
べ
て

可
決
し
ま
し
た
。

道徳授業（八木郷小学校）

花がいっぱいの学校づくり（北中学校）

子どもフォーラム（鷹野小学校）

いじめ事案・重大事態への対処

報告

調査結果の報告

再調査結果
の報告

議　　会

三郷市いじめ問題再調査委員会

市　　長
再調査が必要と
判断した場合

三郷市いじめ問題調査委員会

教育委員会

重大事態と認定

重大事態で
ないと判断
した場合

・いじめの事実が認められるとき

学　　校
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きらりとひかる田園都市みさと

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
を
可
決

予
算
規
模
は
過
去
最
大

　

３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
28
年
度
の
三
郷
市
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
予
算
を
審
議
し
、
可

決
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
に
比

べ
５
億
２
０
０
０
万
円
︵
１
・
２
％
︶
の
増
額
と

な
る
、
４
５
６
億
２
０
０
０
万
円
で
９
年
連
続
で

前
年
度
を
上
回
る
予
算
と
な
り
ま
す
。

　

議
案
を
く
わ
し
く
審
査
す
る
た
め
に
開
か
れ

た
、
総
務
・
市
民
福
祉
・
文
教
経
済
・
建
設
水
道

の
各
常
任
委
員
会
で
の
平
成
28
年
度
予
算
に
関

す
る
質
疑
・
討
論
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

おもな歳入区分 説　　　明

市税 市民税、固定資産税など

国庫支出金 特定の事業に対して国から交付

市債 市が長期にわたって借りるお金

県支出金 特定の事業に対して県から交付

地方消費税交付金 県の地方消費税収入の中から交付

繰入金 基金からの繰り入れ

地方交付税 財政状況に応じて国から交付

繰越金 前年度一般会計からの繰り越し

456億
２千万円

市税
2,042,609万円
44.8％市債

480,480万円
10.5％

諸収入
171,064万円
3.7％

繰入金
156,324万円
3.4％

繰越金
100,000万円
2.2％
その他

166,355万円
3.8％

県支出金
248,585万円
5.4％

国庫支出金
876,583万円
19.2％

地方消費税交付金
200,000万円
4.4％

歳
入地方交付税

120,000万円
2.6％

みさと市議会だより  第165号
平成28年５月15日発行

4



○水路整備事業（排水基本計画策定）
○耐震診断・耐震改修等費用助成事業（分譲マンション耐震診断費補助等）
○消防訓練施設整備事業（訓練塔建設設計委託）
○都市公園等維持管理事業（公園施設長寿命化計画策定業務委託）　
○三郷料金所スマートインターチェンジ機能拡充事業
○個別予防接種事業（子どもの予防接種・自動スケジューラー）
○子育て支援拠点事業（地域子育て支援センター業務委託）
○しいのみ学園運営事業・発達支援センター事業（施設の法定化）
○農業経営・生産支援事業（農業振興施策推進支援業務）
○進路指導・キャリア教育事業（JOCオリンピック教室開催）
○観光振興事業（ふるさと納税お礼品ＰＲ冊子作成・配布）

◆平成28年度の主な新規事業◆

歳出区分 説　　　明

民生費 高齢者、児童、障がい者などの福祉事業
費など

土木費 道路や河川、公園整備などに使うお金

教育費 学校教育費、「日本一の読書のまち」推進
事業など

総務費 防災や防犯、マイナンバーカード交付、
市税の課税徴収など

公債費 市債の返済金

衛生費 ゴミの収集や予防接種など

消防費 消火・救急活動などに使うお金

その他 議会費、商工費、農林水産業費など

　本年は、私が市民の皆様からの信任をいただ
き、市政運営を担い10年目の節目の年にあたり
ます。市長就任以来、市民目線を忘れずに、総
合的かつ計画的なまちづくりに取り組んでまい
りました。
　これまで進めてまいりました３地区の土地区
画整理事業などまちづくりが功を奏し、本市の
財政基盤の強化につながったことから、平成28
年度も積極的な予算を組むことができました。
　今年度からスタートする「第４次三郷市総合
計画後期基本計画」に、新たに都市軸道路及び
（仮称）三郷流山橋の早期実現、上口調節池を利
用した公認陸上競技場の整備、三郷料金所スマー
トインターチェンジの機能拡充などの施策を位
置づけ、取り組んでまいります。

きらりとひかる
� 田園都市みさと
～人にも企業にも
� 選ばれる魅力的なまち～

木津雅晟　市長

平
成
28
年
度

施
政
方
針

※�

３
月
定
例
会
初
日
に
市
長
か
ら
当
初
予
算
の
大

要
と
な
る「
施
政
方
針
」の
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

456億
２千万円

民生費
1,965,366万円
43.1％

土木費
557,544万円
12.2％

公債費
445,056万円
9.7％

教育費
550,995万円
12.1％

衛生費
268,381万円
5.9％

消防費
153,863万円
3.4％ その他

112,377万円
2.5％

総務費
508,418万円
11.1％

歳
出

平成28年度一般会計・市長の施政方針

スマートＩ.Ｃ.の機能拡充
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きらりとひかる田園都市みさと

�

《
総
務
常
任
委
員
会
》

　

歳
入
で
は
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金

は
平
成
28
年
２
月
末
で
１
８
３
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
市
民

の
か
た
が
ど
れ
ぐ
ら
い
市
外
に
寄

附
を
し
て
い
る
の
か
を
確
認
し
、

効
果
的
に
広
報
活
動
を
行
い
た

い
。

　

歳
出
で
は
、
災
害
、
防
犯
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
行
政
情
報
を
メ
ー

ル
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す

る
。
今
後
市
民
に
登
録
方
法
な
ど

を
広
報
等
で
お
知
ら
せ
す
る
。

　

新
た
に
選
挙
権
を
得
る
か
た
全

員
、
約
２
６
０
０
人
に
対
し
て

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
送
付
を
６
月
下

旬
ご
ろ
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
名
地
番
等
の
表

示
、
に
ぎ
わ
い
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
消
防
団
の
活
動
強
化
な
ど
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

討
論
と
し
て
、「
地
方
交
付
税

に
関
し
て
、
政
府
へ
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
方
式
導
入
の
中
止
申
し
入
れ

を
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

�

《
市
民
福
祉
常
任
委
員
会
》

　

多
子
世
帯
の
保
育
料
は
、
年
収

約
３
６
０
万
円
未
満
の
世
帯
に
つ

い
て
は
、
対
象
と
な
る
子
ど
も
の

年
齢
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、
第
２
子

が
半
額
、
第
３
子
以
降
は
無
償
化

と
な
る
。
ひ
と
り
親
家
庭
は
、
年

収
約
３
６
０
万
円
未
満
の
世
帯
に

つ
い
て
は
、
第
１
子
が
半
額
、
第

２
子
以
降
は
無
償
化
と
な
る
。

　

平
成
28
年
度
は
、
が
ん
検
診
の

受
診
率
向
上
に
向
け
て
、
胃
が
ん

検
診
で
の
内
視
鏡
検
査
を
引
き
続

き
実
施
す
る
。
ま
た
、
女
性
が
ん

検
診
実
施
日
の
一
部
で
、
節
目
年

齢
の
か
た
を
対
象
に
、
骨こ

つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症

検
診
の
実
施
を
考
え
て
い
る
。

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業

の
児
童
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
予
算

額
が
大
幅
に
増
加
し
た
理
由
は
、

制
度
が
浸
透
し
て
き
た
こ
と
や
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
す
る
事
業
所
が

増
え
、
利
用
者
が
増
え
て
い
る
た

め
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

討
論
と
し
て
、「
市
民
要
望
に

積
極
的
に
応
え
る
事
業
が
な
い
こ

と
か
ら
反
対
す
る
。
18
歳
ま
で
の

医
療
費
を
無
償
化
す
る
な
ど
経
済

的
支
援
の
強
化
を
要
望
す
る
」
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

�

《
文
教
経
済
常
任
委
員
会
》

　

合
併
処
理
浄
化
槽
転
換
整
備

は
、
県
の
補
助
制
度
の
見
直
し
が

図
ら
れ
、
中
川
・
綾
瀬
川
の
流
域

に
あ
る
三
郷
市
に
対
し
て
、
整
備

重
点
地
区
地
域
の
指
定
が
あ
り
、�

個
人
負
担
が
約
20
万
円
減
に
な
る
。

　
「
に
お
ど
り
」
の
製
造
工
程
を

見
学
す
る
ツ
ア
ー
を
11
月
中
旬
ご

ろ
募
集
し
、
そ
ば
打
ち
体
験
等
と

あ
わ
せ
て
実
施
予
定
で
あ
る
。

　

半
田
エ
リ
ア
の
農
業
用
水
に
機

械
式
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
、
農
業
用

水
の
機
能
を
確
保
し
な
が
ら
水
害

対
策
に
つ
な
げ
る
。

　

入
学
準
備
金
貸
付
事
業
で
は
、

１
世
帯
１
人
の
貸
付
か
ら
、
１
世

帯
複
数
人
数
へ
の
貸
付
を
検
討
し

て
い
る
。

　

日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
推
進
事

業
で
は
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育

む
た
め
、
三
郷
に
伝
わ
る
民
話
を

一
般
向
け
に
頒
布
す
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

討
論
と
し
て
、「
各
学
校
で
の

読
書
・
学
習
習
慣
を
育
て
る
取
り

組
み
を
期
待
す
る
。
給
食
に
お
け

る
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
の
強
化
を
。

素
晴
ら
し
い
技
術
を
持
っ
た
企
業

に
支
援
策
を
」
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

�

《
建
設
水
道
常
任
委
員
会
》

　

都
市
公
園
等
維
持
管
理
事
業
で

は
、
開
設
後
20
年
を
経
過
し
た
公

園
36
か
所
に
つ
い
て
、
遊
具
等
の

公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
を
作
成

す
る
。
公
園
の
維
持
管
理
の
状
況

や
、
施
設
の
健
全
度
を
把
握
し
、

計
画
的
に
修
繕
を
行
う
た
め
の
も

の
で
あ
る
。

（二郷半用水）
第13回　みさと今昔巡り

子育て支援を充実

モンドセレクション３年連続金賞受賞

多
子
世
帯
・
ひ
と
り
親
家
庭

の
保
育
料
軽
減
制
度
を
拡
充

災
害
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

行
政
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信

「
に
お
ど
り
」
製
造

見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
を
募
集

公
園
施
設
の

�

長
寿
命
化
計
画
を
作
成

みさと市議会だより  第165号
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橋
り
ょ
う
維
持
事
業
で
は
、
毎

年
２
億
円
前
後
の
予
算
で
、
橋

り
ょ
う
を
補
修
し
て
い
る
。
28
年

度
は
半
川
橋
を
は
じ
め
５
橋
の

補
修
工
事
を
行
う
と
の
こ
と
で
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
市
営
住
宅
の
耐

震
診
断
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
防

災
ベ
ッ
ド
へ
の
助
成
事
業
な
ど
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
と
し
て
、「
三
郷
料
金
所

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
事
業
は
大

型
車
の
通
行
に
伴
い
、
地
域
住
民

の
生
活
環
境
や
交
通
安
全
上
、
多

く
の
不
安
を
抱
え
る
も
の
で
あ

り
、
本
予
算
に
は
反
対
で
あ
る
」

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
終
結
論
を
出
す
本
会
議
で
は
、

各
常
任
委
員
長
か
ら
審
査
報
告
が

な
さ
れ
、
討
論
・
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

平成28年度一般会計・特別会計予算審査概要

遊具等の公園施設を計画的に修繕

　５つの特別会計予算は、各常任委員会で審査し、本会議にお
いて可決しました。

特別会計予算平成28年度

国民健康保険 歳入歳出　199億1,381万円

【特定保健指導を民間事業者に委託】
　審査では、特定保健指導を民間事業者に委託をする。医師会と実
施内容は同じで、改善が必要なかたへの保健指導や栄養指導を行う。
医療機関の２か所、民間事業者の１か所の中から選択することがで
きるとのことでした。
　討論として、「特定健診の受診率向上に取り組むよう要望する」な
どがありました。

後期高齢者医療  歳入歳出　11億6,793万円

【平成28年度は保険料が改定】
　審査では、平成28年度・29年度の保険料が改定され、剰余金を利
用することにより、均等割額は減、所得割額は増となった。三郷市
の一人あたりの保険料額は、7万3,265円となるとのことでした。
　討論として、「特定健診の受診率向上に取り組むよう要望する」な
どがありました。

上水道事業  収入 30億415万円　支出 34億6,096万円※

【老朽管の布設替工事を継続】
　審査では、老朽管の布設替え工事に伴い、新しく布設している水
道配水管は、耐用年数が既設のものより長くなっている。漏水は給
水収益にも影響するので、できるだけ早く布設替えができるように
したいとのことでした。
　討論として、「分担金は市民が直接払ったものであり、収益的収
入とするべきである」などがありました。
※�上水道事業の収入・支出は、収益的および資本的収入・支出の合
計額です。

介護保険  歳入歳出　71億6,449万円

【認知症サポーターが増えています】
　審査では、認知症サポーターは、平成28年２月末現在、2,518名で、
平成27年度当初からは824名増えている。小学校や吉川警察署などで
も養成講座を開催しており、引き続き、普及啓発事業を推進してい
くとのことでした。
　討論として、「特別養護老人ホームの入所が要介護３以上になった
ことなど、安心してサービスを利用できる仕組みが後退しているた
め反対する」などがありました。

公共下水道事業  歳入歳出　47億6,060万円

【下水道事業が地方公営企業会計に移行】
　審査では、平成31年度までに下水道事業を公営企業の会計方式に
移行する。総務省からの指示により、透明性の向上を図るものであ
る。28年度は、下水道で持っているすべての資産の洗い直しなどを
行うとのことでした。
　討論として、「利潤を追求するための企業会計方式を自治体に適
用することは、問題がある」などがありました。

みさと市議会だより  第165号
平成28年５月15日発行
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きらりとひかる田園都市みさと

議
員　
無
数
の
星
か
ら
星
座
を
つ
く
る

よ
う
に
つ
な
げ
物
語
に
す
る
と
言
わ
れ

る
。
三
郷
市
で
も
満
天
の
星
か
ら
星
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
星
座
を
つ
く
る
よ
う

に
数
あ
る
避
難
所
を
つ
な
ぎ
、
数
あ
る

公
園
を
つ
な
ぎ
、
自
主
防
災
会
を
つ
な

ぎ
、
児
童
生
徒
を
つ
な
ぎ
、
そ
し
て
行

政
と
市
民
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
防
災
力

の
強
い
星
座
︵
絆
︶
が
で
き
る
こ
と
を

期
待
す
る
。
そ
こ
で
三
郷
中
央
駅
前
の

に
お
ど
り
公
園
を
拠
点
の
１
つ
と
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
他
市
で
は
高
架
下
に

保
育
園
な
ど
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
高
架
下

を
利
用
し
て
防
災
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
や
帰

宅
難
民
の
受
け
皿
と
な
る
避
難
所
施
設

の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　
に
お
ど
り
公

園
を
含
む
駅
周
辺
の
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
高
架
下
に
つ
い
て
は
、
駐
輪
場
や

公
園
の
一
部
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
。
防
災
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
や
避
難
施
設

な
ど
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
駅
周
辺
以

外
の
高
架
下
で
町
会
の
防
災
倉
庫
や
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

し
、
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
状
況
も

　市民の要望を市政に反映させるための一般質問は、各種の
行政課題を取り上げて、４日間にわたり15人の議員が活発
な論戦を展開しました。 ※記事掲載は順不同。内容は一部抜粋しています。

市政に対する 一般質問
質 問 議 員

篠田　正巳　　佐藤　睦郎　　菊名　　裕　　野村　　徹
佐藤　裕之　　鳴海　和美　　村上香代子　　逢澤圭一郎
佐々木　修　　酒巻　宗一　　加藤　英泉　　和田　　司
稲葉　春男　　工藤智加子　　森　　忠行

あ
る
こ
と
か
ら
、
用
途
に
応
じ
て
関
係

部
局
や
鉄
道
事
業
者
と
連
携
を
図
っ
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
選
挙
啓
発
。

議
員　
み
さ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
を
必

要
と
す
る
か
た
、
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
か

た
双
方
を
会
員
と
し
て
登
録
し
、
地
域

力
で
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
相
互
援

助
活
動
組
織
で
あ
る
。
そ
の
役
割
は
今

後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考
え
て
お

り
、
さ
ら
な
る
利
用
拡
大
を
図
る
た
め

の
課
題
等
を
伺
う
。

子
ど
も
未
来
部
長　
サ
ポ
ー
ト
会
員
の

主
な
活
動
内
容
は
、
保
育
所
・
幼
稚
園
・

親
し
ま
れ
る
公
園
は
防
災
・
健
康
・

民
話
を
取
り
入
れ
た
公
園
か
ら

地
域
の
力
で

 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト

習
い
事
の
送
迎
で
、
平
成
26
年
度
の
活

動
件
数
は
の
べ
３
８
７
０
件
で
あ
る
。

平
成
23
年
度
よ
り
緊
急
時
や
宿
泊
が
必

要
な
場
合
に
備
え
て
、
緊
急
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
埼
玉
に
業
務
委
託
し
て
い

る
。
平
成
27
年
12
月
末
現
在
の
会
員
数

は
提
供
会
員
１
７
７
人
、
依
頼
会
員
１

０
０
１
人
、
両
方
会
員
74
人
の
計
１
２

５
２
人
と
な
る
。
ま
た
利
用
者
双
方
と

の
打
ち
合
わ
せ
や
会
員
登
録
を
土
日
に

行
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
。
今

後
の
課
題
と
し
て
は
、
子
育
て
援
助
活

動
に
お
け
る
安
全
面
、
提
供
会
員
の
不

足
、
周
知
不
足
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

引
き
続
き
利
用
者
が
安
心
し
て
依
頼
で

き
る
よ
う
事
故
防
止
の
た
め
の
体
制
強

化
、
講
習
充
実
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の

打
ち
合
わ
せ
等
を
実
施
し
て
い
く
。

そ
の
他　
財
政
政
策
。

におどり公園での防災訓練

みんなで支え合う
みさとファミリーサポートセンター
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平成28年５月15日発行

8



日
中
コ
ー
ス
が
20
コ
ー
ス
、
夜
間
コ
ー

ス
が
１
コ
ー
ス
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

等
を
会
場
に
し
た
65
歳
以
上
の
か
た
を

対
象
と
し
た
「
ゆ
う
ゆ
う
コ
ー
ス
」
４

コ
ー
ス
を
開
催
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
町

会
・
自
治
会
主
催
の
コ
ー
ス
設
置
の
取

り
組
み
を
開
始
し
て
お
り
、
こ
の
夜
間

コ
ー
ス
も
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
体
系
の

中
で
、
総
合
的
に
と
ら
え
て
い
き
た
い
。

な
お
、平
成
28
年
度
は
、ゆ
う
ゆ
う
コ
ー

ス
を
１
コ
ー
ス
増
加
す
る
ほ
か
、
夜
間

コ
ー
ス
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、
開
催

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
行
政
運
営
。

議
員　
第
４
次
三
郷
市
総
合
計
画
前
期

基
本
計
画
が
平
成
27
年
度
で
終
わ
る
。

前
期
基
本
計
画
は
将
来
都
市
像
の
実
現

の
た
め
、
６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
方
針
、

そ
れ
を
支
え
る
４
つ
の
経
営
方
針
に
ま

と
め
ら
れ
計
画
を
進
め
た
。
こ
の
経
営

方
針
４
に
行
財
政
基
盤
の
強
化
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
平
成
22
年
度
か
ら
の

６
年
間
で
の
会
計
の
資
金
運
用
、
債
券

運
用
等
に
つ
い
て
伺
う
。

会
計
管
理
者　
例
年
４
月
か
ら
５
月
及

び
、
10
月
か
ら
翌
年
３
月
頃
ま
で
、
資

金
不
足
が
発
生
す
る
状
況
が
続
い
て
い

る
。
資
金
不
足
と
な
る
期
間
は
、
財
政

調
整
基
金
、
介
護
保
険
給
付
費
支
払
基

金
、
常
磐
新
線
対
策
基
金
を
繰
替
運
用

し
、
上
水
道
事
業
特
別
会
計
か
ら
一
時

借
り
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
今

年
度
は
、
金
融
機
関
等
か
ら
一
時
借
り

入
れ
を
行
う
想
定
で
準
備
を
し
て
い
る
。

ま
た
公
金
の
運
用
は
、
財
政
調
整
基
金

等
の
歳
計
現
金
へ
の
繰
替
運
用
期
間
が

１
年
の
３
分
の
２
に
及
ん
で
お
り
、
１

年
を
通
じ
て
基
金
等
の
現
金
を
保
有
し

続
け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
国

債
等
に
よ
る
運
用
は
難
し
く
、
今
後
に

つ
い
て
も
確
実
な
方
法
で
管
理
・
運
用

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
子
育
て
支
援
な
ど
。

議
員　

三
郷
市
で
は
台
風
・
豪
雨
に

よ
っ
て
、
道
路
冠
水
や
床
上
浸
水
な
ど

の
被
害
が
た
び
た
び
発
生
し
て
お
り
、

さ
ら
な
る
対
策
の
強
化
が
重
要
で
あ

る
。
台
風
等
の
災
害
に
対
し
て
、
事
前

に
防
災
に
関
わ
る
各
組
織
が
協
議
し
、

時
間
軸
に
沿
っ
て
対
応
行
動
を
定
め
た

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
︵
事
前
防
災
行
動
計
画
︶

を
策
定
し
、「
い
つ
」「
誰
が
」「
何
を

す
べ
き
か
」
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、

被
害
の
最
小
化
と
復
旧
の
短
縮
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
三
郷
市

独
自
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
早
期
に
策
定

す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

環
境
安
全
部
長　
水
害
時
の
行
動
を
事

前
に
整
理
す
る
手
法
と
し
て
、
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
は
大
変
有
益
で
あ
り
、
整
備
が

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
市
は
、
内
閣
府
が
主
催
す
る
首
都

圏
大
規
模
水
害
対
策
協
議
会
に
参
加

し
、
大
規
模
な
氾
濫
が
発
生
す
る
前
の

避
難
準
備
及
び
避
難
の
あ
り
方
、
発
生

後
の
応
急
対
応
の
あ
り
方
等
を
検
討
し

て
き
た
。
ま
た
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成

の
前
段
と
し
て
、
水
害
対
応
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
︵
暫
定
版
︶
を
作
成
し
て
い
る
。

今
後
も
国
や
県
等
の
関
係
機
関
と
調
整

し
、
大
規
模
水
害
に
備
え
た
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
策
定
に
向
け
、
検
討
を
進
め
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
環
境
問
題
な
ど
。

議
員　
平
成
27
年
度
、
鷹
野
地
区
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
モ
ニ
タ
ー
運
営
と

し
て
午
後
７
時
か
ら
始
ま
る
10
回
シ

リ
ー
ズ
の
シ
ル
バ
ー
元
気
塾
が
夜
間
に

実
施
さ
れ
た
。
私
も
何
度
か
参
加
し
、

毎
回
30
人
ほ
ど
の
参
加
者
が
楽
し
ん
で

受
講
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
モ
ニ
タ
ー

運
営
を
実
施
し
て
ど
の
よ
う
な
評
価
で

あ
っ
た
の
か
。
そ
の
評
価
を
も
と
に
シ

ル
バ
ー
元
気
塾
の
今
後
の
対
応
、
開
催

予
定
等
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　
夜
間
コ
ー
ス
参
加
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
体
調
が
良
く
な
っ

た
」「
こ
れ
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
が

惜
し
い
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

平
成
27
年
度
の
シ
ル
バ
ー
元
気
塾
は
、

一般質問

シルバー元気塾特別講座

シ
ル
バ
ー
元
気
塾
の
今
後
は

資
金
・
債
権
運
用
等
の
状
況
は

豪
雨
災
害
対
策
と
し
て
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きらりとひかる田園都市みさと

等
に
つ
い
て
一
覧
に
ま
と
め
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
あ
る
。
市
民
に
分
か
り
や
す

い
内
容
へ
の
改
定
や
市
民
の
目
に
つ
き

や
す
い
場
所
、
配
布
方
法
な
ど
を
関
係

課
と
協
議
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

④
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
開
設
を
含
め
研
究

し
て
い
く
。
⑤
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
子

ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
国
・
県
で
作

成
予
定
で
あ
る
た
め
、
そ
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
保
育
所
問
題
。

議
員　
子
ど
も
の
貧
困
が
６
人
に
１
人

と
い
う
調
査
結
果
が
出
さ
れ
た
が
、
三

郷
市
の
現
状
と
し
て
、
①
貧
困
家
庭
の

子
ど
も
は
何
人
と
推
計
し
て
い
る
の

か
。
②
小
中
学
生
の
就
学
援
助
率
は
ど

の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
の
か
。
③
貧

困
状
態
に
あ
る
子
ど
も
は
、
家
庭
環
境

や
学
力
・
健
康
・
虐
待
・
非
行
な
ど
の

側
面
で
不
利
な
立
場
に
お
か
れ
、
貧
困

の
連
鎖
も
重
く
の
し
か
か
る
。
連
鎖
を

断
ち
切
り
、
将
来
の
夢
や
希
望
が
も
て

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
自
治
体
が
最

も
緊
急
に
行
う
べ
き
は
学
習
支
援
に
あ

る
と
考
え
る
。
県
の
ア
ス
ポ
ー
ト
事
業

１
か
所
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
子

ど
も
の
居
場
所
と
し
て
も
早
急
に
学

習
支
援
体
制
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

福
祉
部
長　
①
厚
労
省
の
調
査
結
果
で

あ
る
子
ど
も
の
貧
困
率
16
・
３
％
を
三

郷
市
に
あ
て
は
め
る
と
３
４
７
０
人
と

推
定
さ
れ
る
。
③
学
習
支
援
に
つ
い
て

は
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て
も
場
所
や
手

法
を
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

学
校
教
育
部
長　

②
就
学
援
助
率
は

11
％
か
ら
12
％
で
推
移
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　
子
育
て
支
援
な
ど
。

議
員　
ら
ら
ぽ
ー
と
新
三
郷
等
が
オ
ー

プ
ン
し
、
６
年
半
。
周
辺
の
商
業
施
設

と
一
体
で
都
会
を
形
成
し
て
い
る
が
、

駅
や
線
路
を
挟
ん
だ
反
対
側
の
半
田
地

区
の
光
景
は
奇
異
で
あ
る
。
新
三
郷
駅

周
辺
半
田
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
協

議
会
に
対
し
て
、
平
成
26
年
度
50
万
円
、

27
年
度
３
５
０
万
円
、
28
年
度
も
同
額

の
補
助
金
が
市
の
予
算
に
計
上
さ
れ
て

い
る
。
補
助
金
の
額
か
ら
し
て
、
か
な

り
の
頻
度
で
協
議
が
重
ね
ら
れ
て
い
る

と
推
測
す
る
が
、
協
議
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
半
田
・
采
女
地
区

は
大
雨
の
た
び
に
浸
水
、
冠
水
が
起
こ

る
。
吉
川
美
南
駅
北
側
一
帯
が
区
画
整

理
等
に
よ
り
整
備
さ
れ
る
と
、
さ
ら
に

被
害
の
懸
念
が
残
る
。
市
の
主
導
で
土

地
区
画
整
理
事
業
に
取
り
組
み
、
浸
水
・

冠
水
を
な
く
し
、
三
郷
市
の
イ
メ
ー
ジ

と
資
産
価
値
の
高
揚
に
努
め
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　
平
成
27
年
度

は
、
協
議
会
内
に
作
業
部
会
を
設
置
し
、

土
地
利
用
計
画
図
︵
案
︶
作
成
や
概
算

事
業
費
の
算
出
が
進
め
ら
れ
た
。
平
成

28
年
度
は
、
事
業
収
支
の
検
討
を
進
め
、

概
算
減
歩
率
を
算
出
の
う
え
、
地
権
者

を
対
象
と
し
た
土
地
区
画
整
理
事
業
に

対
す
る
意
向
確
認
が
行
わ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
今
後
も
、
半
田
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
に
対
し
て
、
引
き
続
き
支
援
し
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
交
通
問
題
な
ど
。

議
員　
昨
今
、
子
ど
も
の
貧
困
が
問
題

視
さ
れ
て
い
る
が
、
親
自
身
に
対
す
る

包
括
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
①
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
包
括
的
な
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
②
ひ
と
り
親
家
庭
自
立
支
援
、

③
支
援
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、
④
相
談

電
話
設
置
、
⑤
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

作
成
に
つ
い
て
伺
う
。

子
ど
も
未
来
部
長　
①
ひ
と
り
親
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

総
合
的
支
援
を
一
体
的
に
行
う
必
要
性

は
認
識
し
て
お
り
、
今
後
の
検
討
課
題

と
し
た
い
。
②
自
立
支
援
制
度
と
し
て

は
、
母
子
家
庭
等
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金
と
、
看
護
師
や
保
育
士
、
介
護

福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め

の
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
が
あ

る
。
③
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
事
業

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
を

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
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３
on
３
、
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
、
ド
ッ

グ
ラ
ン
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
な

ど
の
人
気
の
あ
る
施
設
を
設
置
し
、
に

ぎ
わ
い
創
出
を
し
て
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　
公
園
部
分
の

設
計
に
関
し
て
は
、
一
般
的
な
遊
具
を

設
置
し
た
遊
び
場
空
間
と
す
る
の
で
は

な
く
、
他
で
は
で
き
な
い
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら
れ
る
公

園
計
画
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

る
。
こ
の
公
園
を
利
用
す
る
か
た
が
何

を
求
め
て
い
る
の
か
、
人
々
の
満
足
が

得
ら
れ
る
の
か
を
考
え
、
公
園
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
教
育
問
題
。

議
員　
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
市
民
に

対
し
て
行
政
と
し
て
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
現
在
の
人
口
規
模
に
見
合
う

市
営
住
宅
戸
数
を
、
民
間
の
賃
貸
住
宅

を
借
り
上
げ
る
方
式
で
、
整
備
拡
充
す

る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長　
民
間
住
宅
借
り
上
げ
方
式

は
、
民
間
の
土
地
所
有
者
な
ど
が
建
設

し
た
賃
貸
住
宅
を
公
営
住
宅
法
に
基
づ

き
市
が
公
営
住
宅
と
し
て
借
り
上
げ
、

所
得
の
低
い
か
た
で
か
つ
住
宅
に
困
窮

し
て
い
る
市
民
に
低
廉
な
家
賃
で
住
宅

を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
市
が
直
接

建
設
す
る
場
合
や
買
い
取
り
の
場
合
に

比
べ
る
と
、
土
地
を
取
得
す
る
必
要
も

な
く
、
建
設
費
な
ど
初
期
費
用
の
大
幅

削
減
に
よ
り
効
率
的
な
手
法
と
し
て
考

え
ら
れ
て
い
る
。
市
営
住
宅
で
あ
る
武

蔵
野
団
地
、
横
堀
団
地
、
大
広
戸
団
地

は
、
常
に
満
室
の
入
居
と
な
っ
て
お
り

建
設
か
ら
40
年
を
経
過
し
て
建
物
の
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
住
環
境
整
備
を

図
り
な
が
ら
維
持
管
理
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
、
既
存
施
設
の
建
て
替
え

や
施
設
運
営
の
両
面
に
お
い
て
、
公
営

住
宅
の
施
策
の
中
で
様
々
な
手
法
や
方

策
を
含
め
て
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
　
防
災
問
題
。

議
員　
出
産
に
係
る
病
院
へ
の
搬
送
に

つ
い
て
、
救
急
車
の
利
用
は
状
況
に
よ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
、
現
在

マ
タ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
と
い
う
民
間
事

業
者
の
サ
ー
ビ
ス
が
全
国
的
に
拡
が
っ

て
い
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
出
産
を

控
え
た
女
性
が
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
事

前
登
録
を
す
る
こ
と
で
、
陣
痛
や
破
水

等
の
症
状
が
出
た
時
、
24
時
間
３
６
５

日
、
救
急
講
習
を
受
講
し
た
乗
務
員
が

病
院
ま
で
送
り
届
け
て
く
れ
る
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
。
核
家
族
化
の
影
響
等
で
夫

の
仕
事
中
に
家
で
一
人
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
若
者
の
車
離

れ
が
進
む
な
か
、
女
性
が
安
心
し
て
出

産
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
行
政
か
ら
の
補
助
も
含

め
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
協
力
の
も
と
、

新
た
な
事
業
を
展
開
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
民
生
活
部
長　
市
内
の
タ
ク
シ
ー
会

社
の
中
に
は
、
自
力
で
歩
け
る
こ
と
や

意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
な
ど
、
利

用
時
の
状
況
に
よ
り
、
陣
痛
時
の
乗
車

を
受
け
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
今
後
、
妊
婦
の
実
情
や

ニ
ー
ズ
、
タ
ク
シ
ー
会
社
の
事
情
、
救

急
搬
送
の
内
容
な
ど
も
含
め
て
実
態
を

総
合
的
に
把
握
・
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
ま
ち
づ
く
り
問
題
。

議
員　
上
口
調
節
池
の
複
合
利
用
化
に

よ
る
陸
上
競
技
場
の
整
備
が
進
ん
で
い

る
。
完
成
す
れ
ば
小
中
学
校
陸
上
競
技

大
会
や
市
民
体
育
祭
の
開
催
な
ど
、
大

規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
２
０
２
０
年
開
催
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
練

習
会
場
と
し
て
の
利
用
も
期
待
で
き

る
。
中
で
も
公
園
部
分
は
、
約
３
・
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
面
積
で
市
民

の
期
待
も
大
き
い
。
そ
こ
で
周
辺
環
境

へ
の
影
響
も
少
な
い
公
園
の
活
用
と
し

て
、
ボ
ー
ル
遊
び
の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
、

上
口
調
節
池
複
合
化
に
よ
る

 
公
園
部
分
の
活
用
を

市
営
住
宅
の
戸
数
の
拡
大
を

マ
タ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
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きらりとひかる田園都市みさと

な
っ
て
お
り
、
第
４
次
三
郷
市
総
合
計

画
の
基
本
構
想
に
あ
る
平
成
27
年
度

時
点
の
計
画
人
口
を
大
き
く
超
え
て
い

る
。
ま
た
、
国
勢
調
査
の
速
報
値
で
も
、

増
加
数
、
増
加
率
と
と
も
に
県
内
ト
ッ

プ
10
に
入
っ
て
い
る
。
計
画
最
終
年
度

の
14
万
人
の
達
成
も
視
野
に
入
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
消
滅
可
能
性
都
市
の
指

摘
に
は
当
た
ら
ず
、
認
識
に
問
題
が
な

い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　
市
職
員
の
雇
用
環
境

に
つ
い
て
な
ど
。

議
員　
就
学
援
助
制
度
は
小
中
学
校
の

子
ど
も
が
い
る
家
庭
で
経
済
的
に
困
難

が
あ
る
場
合
に
、
学
校
に
か
か
る
費
用

を
市
町
村
が
支
給
す
る
制
度
で
あ
る
。

昨
年
、
文
部
科
学
省
は
子
ど
も
の
貧
困

対
策
に
関
す
る
大
綱
の
中
で
国
と
し
て

就
学
援
助
の
実
施
状
況
等
を
定
期
的
に

調
査
し
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
市

町
村
の
就
学
援
助
の
活
用
・
充
実
を
図

る
と
し
、
そ
の
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。

ま
た
文
部
科
学
省
は
、
２
０
１
０
年
度

か
ら
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
及

び
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
を
新
た
に
援
助
の
対
象

項
目
に
加
え
て
お
り
、
本
市
で
の
制
度

周
知
と
適
用
範
囲
拡
充
に
つ
い
て
の
状

況
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長　
市
内
小
中
学
校
に
在

籍
し
て
い
る
全
て
の
保
護
者
に
対
し

て
、
毎
年
、
制
度
の
周
知
と
希
望
の
有

無
を
確
認
し
て
い
る
。
さ
ら
に
広
報
み

さ
と
等
に
よ
り
情
報
の
発
信
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
適
用
範
囲
の
拡
充
と
し
て

三
郷
市
で
は
、
中
学
校
の
部
活
動
に
お

け
る
交
通
費
、
宿
泊
費
等
を
補
助
す
る

児
童
生
徒
派
遣
費
補
助
事
業
、
バ
ス
で

の
送
迎
を
行
う
選
手
送
迎
業
務
委
託
事

業
、
吹
奏
楽
部
の
楽
器
輸
送
を
行
う
楽

器
輸
送
等
業
務
委
託
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問　
生
活
保
護
な
ど
。

議
員　
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
身
近
な
地
域
の

障
が
い
児
支
援
の
専
門
施
設
と
し
て
、

通
所
利
用
の
子
ど
も
へ
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
地
域
の
障
が
い
児
や

そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
支
援
、
保
育

所
な
ど
に
通
う
障
が
い
児
や
発
達
に
不

安
の
あ
る
子
ど
も
に
対
し
、
専
門
職
員

が
訪
問
し
て
支
援
す
る
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
る
。
ま
た
市
で
は
公
立
保
育

所
の
ほ
か
に
民
間
保
育
園
３
か
所
で
、

健
常
な
お
子
さ
ん
が
一
緒
に
生
活
す
る

統
合
保
育
を
行
っ
て
い
る
。
保
育
所
等

に
対
す
る
専
門
的
な
訪
問
支
援
が
今
後

も
積
極
的
に
行
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
ほ
か
の
民
間
保
育
所
に
お
い
て

も
、
転
園
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
発
達
障
が
い
な
ど
に
不
安
の
あ
る

子
ど
も
に
慣
れ
親
し
ん
だ
保
育
所
で
、

引
き
続
き
保
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
市
と
し
て
加
配
職
員
を
配
置
で
き

る
よ
う
な
支
援
を
検
討
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

子
ど
も
未
来
部
長　
民
間
保
育
施
設
等

に
対
し
て
は
、
障
が
い
児
保
育
に
関
す

る
補
助
制
度
を
新
設
し
、
加
配
職
員
が

配
置
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。
ま
た
、

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
図

り
、
私
立
保
育
園
等
へ
の
巡
回
相
談
を

実
施
し
、
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
防
災
問
題
な
ど
。

議
員　
三
郷
市
の
人
口
問
題
に
対
す
る

過
去
３
度
の
一
般
質
問
に
対
し
て
は
、

人
口
増
加
が
続
い
て
お
り
各
種
調
査
機

関
の
結
果
は
基
準
年
に
問
題
が
あ
り
、

人
口
減
に
関
し
て
は
憂
慮
し
て
い
な
い

趣
旨
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
し
か
し
先
日

公
表
し
た
三
郷
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、
平
成
36
年
が
人
口
の
ピ
ー
ク
で
そ

の
後
人
口
は
減
少
し
、
20
年
後
は
現
在

人
口
を
下
回
る
予
測
と
な
っ
て
い
る
。

直
近
の
人
口
増
加
が
将
来
も
継
続
す
る

と
は
思
え
ず
、
全
国
的
な
少
子
化
の
中

で
人
口
問
題
に
対
す
る
認
識
に
問
題
は

な
い
か
。

市
長　
平
成
28
年
３
月
１
日
現
在
の
三

郷
市
の
人
口
は
、
13
万
７
８
７
８
人
と

人
口
問
題
に
対
す
る
認
識
は

就
学
援
助
制
度
の
拡
充
を

障
が
い
児
保
育
支
援
の

 

充
実
を

人口増加が続く三郷市

子ども発達支援センター
（健康福祉会館３階）
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済
発
展
の
た
め
耐
震
に
限
ら
な
い
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
拡
充
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　
①
今
後
も
厳
し
い
財

政
運
営
が
予
想
さ
れ
、
保
険
税
の
引
き

下
げ
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

企
画
総
務
部
長　
②
原
発
再
稼
働
に
つ

い
て
は
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
注

視
し
て
い
く
。

環
境
安
全
部
長　
②
循
環
型
社
会
の
構

築
を
目
指
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

産
業
振
興
部
長　
③
住
ま
い
の
安
全
性

向
上
の
た
め
に
は
、
耐
震
改
修
が
重
要

で
あ
り
、
今
後
も
耐
震
改
修
に
付
随
す

る
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
を
継
続
し
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
環
境
整
備
。

議
員　
昨
年
、
日
本
共
産
党
三
郷
市
議

団
で
は
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
。
市
政
に
要
望
す
る
第
１
位
は
介
護

保
険
料
の
引
き
下
げ
、
第
２
位
は
国
民

健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
、
第
３
位
は

原
発
ゼ
ロ
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、

第
４
位
は
市
県
民
税
の
引
き
下
げ
、
第

５
位
は
道
路
・
歩
道
の
整
備
で
、
暮
ら

し
を
何
と
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

が
上
位
を
占
め
て
い
た
。
市
民
の
声
を

聞
く
と
い
う
点
で
、
①
国
民
健
康
保
険

税
の
引
き
下
げ
、
②
原
発
再
稼
働
中
止
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
③
地
域
経

市
民
の
声
を
聞
い
て

 

市
政
に
反
映
を

一般質問・トピックス

北分署に設置の太陽光パネル

♦議会の詳細は「会議録」で
　三郷市議会ホームページ又は、市役所の
市政情報コーナー、図書館などで「会議録」
を閲覧することができます。なお３月定例
会の会議録は５月下旬に更新する予定です。
▶�会議録速報版を公開…閉会から１か月を
目安に、ホームページにてＰＤＦ形式で
公開していますので、ご覧ください。
※�「会議録速報版」は校正前原稿のため、
正式な会議録ではありません。

三郷市議会　会議録 検索

議案第29号　平成27年度三郷市一般会計補正予算（第４号）

〈 内容〉国の交付金を活用し、三郷市では、「産業
基盤創出・戦略的交通再編で構想する企業に選ば
れるまちづくり」「きらりとひかるシティプロ
モーションと三郷学で構想する人に選ばれるまち
づくり」の２事業の関連補正予算として新年度予
算と一体的にまちづくりを加速化していきます。

【三郷市での主な取り組み】 
・�北部地区基盤整備の検討と北部地区公共施設等再
配置計画の策定
・�三郷市をＰＲするためのプロモーション映像の作
成
・地域公共交通再編のための基礎調査実施
・�今後の産業振興育成を図るため、消費者と製造業
者への調査
・�日本一の読書のまちＰＲ冊子の作成や図書室の充
実、市史資料のデジタル化

▷ 本会議や委員会では次のような質疑がありまし
た。

問�　三郷北部地区公共施設等再配置計画は具体的に
どの地域を対象としているのか。

答 　新三郷駅周辺を中心とした調査である。市はそ
の結果をもとに公共施設等総合管理計画と連動さ
せながら北部地区の公共施設のあり方をまとめて
いく。

問 　日本一の読書のまち推進事業の読書のまちＰＲ
冊子は何部作成して、どこに配布するのか。

答 　2,000部作成し、市内の図書館や公共施設、近隣
市の図書館や県立図書館に配布する予定である。

◇国の地方創生加速化交付金を活用

日本一の読書のまちづくりをPR

みさと市議会だより  第165号
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きらりとひかる田園都市みさと審議結果と賛否

３月定例会の審議結果と賛否をお知らせします
○＝賛成　×＝反対　△＝棄権　数字＝賛否が分かれた場合の人数

※このほか報告５件が提出されました。また、埼玉県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙を行いました。

※議長は採決に加わっていません。

号 件　　　名 結果 21世紀 政志会 公明党 共産党 市民派 無所属

議　

案

1 交通事故に係る損害賠償額の決定及び和解について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 三郷市道路線の廃止について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 三郷市道路線の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 三郷市道路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 三郷市行政不服審査会条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 三郷市行政不服審査法関係手数料徴収条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ × ○ ○
10 三郷市職員定数条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ × ○ ○
11 証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 市長及び副市長の給与等に関する条例及び三郷市教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ × ○ ○

13 職員の特殊勤務手当に関する条例等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 三郷市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 三郷市手数料徴収条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
17 三郷市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

18

三郷市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営等に関する基
準を定める条例及び三郷市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、
設備及び運営、指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための
効果的な支援の方法等に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 三郷市児童発達支援センター設置及び管理条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 三郷市保育所設置及び管理条例等の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ × ○ ○
21 三郷市下水道条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
22 三郷市屋外広告物条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
23 三郷市火災予防条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
24 三郷市いじめ問題対策連絡協議会条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
25 三郷市いじめ問題調査委員会条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
26 三郷市いじめ問題再調査委員会条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び同組合の規約変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 平成27年度三郷市一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 平成27年度三郷市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
31 平成27年度三郷市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
32 平成28年度三郷市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○
33 平成28年度三郷市国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○
34 平成28年度三郷市公共下水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○
35 平成28年度三郷市介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○
36 平成28年度三郷市後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○
37 平成28年度三郷市上水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○

議
員

提
出

38 児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○
39 学生が安心して使える奨学金制度を求める意見書 否決 × × × ○ ○ ○

会派名（人数） 所属議員名

21世紀クラブ（6） 市川�文雄（議長）、菊名�裕、岡庭�明、野村�徹、
逢澤�圭一郎、加藤�英泉

政志会（3） 篠田�進、佐藤�裕之、佐々木�修

公明党（5） 酒巻�宗一、中野�照夫、鈴木�深太郎、佐藤�睦郎、
鳴海�和美

日本共産党（3） 稲葉�春男、工藤�智加子、和田�司
市民派クラブ（2） 篠田�正巳、村上�香代子
無所属（1） 森�忠行
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平成28年５月15日発行
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ヤ
ル
「
１
８
９
」
の
更
な
る
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、
児
童
相

談
所
に
つ
な
が
る
ま
で
に
数
分

か
か
っ
て
い
る
実
態
等
を
早
急

に
見
直
し
、
通
報
し
や
す
い
体

制
を
整
え
る
こ
と
。
ま
た
、
通

報
に
対
し
、
緊
急
性
の
判
断
や

関
係
機
関
と
の
連
携
を
的
確
に

行
え
る
体
制
整
備
に
も
努
め
る

こ
と
。

３�　

児
童
虐
待
が
発
生
し
た
場

合
、
迅
速
か
つ
的
確
な
初
期
対

応
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
児
童
相

談
所
の
体
制
や
専
門
性
を
抜
本

的
に
強
化
す
る
こ
と
。
特
に
児

童
福
祉
司
、
児
童
心
理
司
、
保

健
師
等
は
じ
め
職
員
配
置
の
充

実
、
子
ど
も
の
権
利
を
擁
護
す

る
観
点
等
か
ら
弁
護
士
の
活
用

等
を
積
極
的
に
図
る
こ
と
。

４�　

学
校
や
医
療
機
関
、
警
察
等

関
係
機
関
に
お
け
る
早
期
発
見

と
適
切
な
対
応
を
図
る
た
め
、

児
童
相
談
所
と
関
係
機
関
と
の

間
に
お
け
る
緊
密
な
連
携
体
制

を
再
構
築
す
る
こ
と
。
特
に
、

警
察
と
児
童
相
談
所
に
お
い
て

は
、
虐
待
の
通
報
を
受
け
た
場

合
、
虐
待
の
有
無
に
か
か
わ
ら

︿
要
望
事
項
﹀

１�　

児
童
虐
待
の
発
生
を
予
防

し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま

で
の
切
れ
目
な
い
支
援
を
実
現

す
る
た
め
、「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
法
定
化

し
、
全
国
展
開
を
図
る
こ
と
。

ま
た
、
孤
立
し
が
ち
な
子
育
て

家
庭
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援

を
強
化
す
る
た
め
、
子
育
て
の

不
安
や
悩
み
等
を
抱
え
る
家

庭
へ
の
養
育
支
援
訪
問
事
業
や

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
︵
家
庭
訪
問

型
子
育
て
支
援
︶
事
業
を
全
て

の
自
治
体
で
実
施
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

２ 　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ

国・政府に要望・傍聴しませんか

ず
、
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
。

ま
た
、
一
時
保
護
等
に
お
い
て

警
察
と
児
童
相
談
所
が
共
同
対

応
す
る
仕
組
み
を
全
国
で
構
築

す
る
こ
と
。

５�　

一
時
保
護
所
に
お
け
る
環
境

改
善
を
早
急
に
図
る
と
と
も

に
、
量
的
拡
大
を
図
る
こ
と
。

ま
た
、
里
親
や
養
子
縁
組
を
推

進
し
、
家
庭
的
養
護
の
も
と
で

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
養
育

さ
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
。

６�　

被
虐
待
児
童
に
つ
い
て
、
18

歳
を
超
え
て
も
引
き
続
き
自
立

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
施
設
退
所
後

や
里
親
委
託
後
の
児
童
等
に
対

し
、
き
め
細
か
な
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
事
業
を
全
国
で
実
施
す
る
こ

と
。

国・
政
府
に
要
望

３
月
の
定
例
会
で
は
１
件
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

公益にかかわることについて、

議会が意思決定機関として意見

をまとめ、議決し、国等の関係

機関へ「意見書」として要望な

どをすることです。

「意見書」とは…

機関へ「意見書」として要望な機関へ「意見書」として要望な

議
案
第
38
号　

児
童
虐
待
防

止
対
策
の
抜
本
強
化
を
求
め

る
意
見
書

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
　議会傍聴は、議会活動に触れる最も身近な方法です。
　本会議や委員会では、市民の皆様の生活に直接関わる重要な問題
について、活発な議論が交わされますので、市政への理解を深めて
いただくためにも、市議会の傍聴をしてみませんか。

　本会議の当日、傍聴人受付簿に住所・氏名を記入していただくだけ
で自由に傍聴ができますが、次のことを守っていただきます。
（1）  騒ぎ立てたり、拍手をするなど、議場への迷惑となるような行為

をしないでください。
（2） みだりに立ち上がるなど、威圧的な行為をしないでください。
（3）  携帯電話・カメラ・録音機等は使用できません。
（4） 飲食又は喫煙をしないでください。
（5）  その他、議場の秩序を乱し、又は会議の妨害となるような行為を

しないでください。
※傍聴される方は、すべて議長、又は係員の指示に従ってください。

傍聴日時：議会は３月・６月・９月・12月に開催されます。
※詳しい日程は議会事務局にご確認ください。
傍聴場所：市役所の７階にあります。（傍聴席60席うち車椅子席３席）

●次回の定例会は６月に開かれます。10時から開会となります。

月　日 曜日 会議別
６月１日 水 本会議６月３日 金
６月６日 月 委員会
６月９日 木

本会議
（一般質問など）

６月10日 金
６月13日 月
６月14日 火

【平成28年６月定例会の日程表】
※ 正式には、市長の召集告示を受け、
議会運営委員会を経て、開会日の本
会議で決定します。

手話通訳者または要約筆記者を
依頼することができます

平成28年５月15日発行
15
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品格あるまちづくりを！
自営業　60代　戸ヶ崎在住

　大空に棚引いていた鯉たちもどこ
かに泳ぎ去り、静かに開けた５月の
青空が緑眩

まぶ

しい季節を運んできた。
立夏末候の頃（新暦では５月15日～
20日頃）。喧

けんそう

騒の大公休の後、田植
えも終わっているのに蛙の声が聞こ
えないのが少し寂しい。
　わがまちは1965年頃から都市化が
始まったように思う。特にここ数年
の激変には目を見張るものがある。
豊かな地域の発展には、目に見える
ハード面と共に即応する教育・文化
というソフト面を充実させていく必
要があるのではないだろうか。次世
代に続く品格あるまちづくりを目指
して議会人の薫陶を期待したい。

安心・安全なまち
無職　40代　三郷在住

　高校生まで三郷に住んでいた同級
生と久々に三郷駅で待ち合わせをし
た。「何だか相変わらず地味で寂し
い、さびれている。新三郷は変わっ
たのに、こちらは活気ないね。」と
都内に住む彼女。
　私自身、生まれて43年三郷に住ん
でいる。結婚を機に南部から通勤通
学に便利な駅前に移り住んで20年経

た

つが変わり映えしないのは確かだ。
銀行、スーパー、郵便局、図書館な
ど日々の生活には、まあ満足してい
るが、長年住んでいて常に思うのは、
歩行者を第一に考えた道路整備が進
んでいないことだ。障がい者、子ど
も、お年寄りの方々が安心して歩け
るような道路整備を望んでいる。

安心・安全なまち

25名が入団した少年消防クラブ

陳
情
を
受
理

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た

他
市
か
ら
の
行
政
視
察
が
あ
り
ま
し
た

○ 

３
月
定
例
会
で
は
、
陳
情
28
件
を
受
理
し
ま
し

た
。

○ 

「
公
明
党
」
…
１
月
28
日
に
京
都
府
城
陽
市
の「
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
」、
29
日
に
京
都
市
の
「
ひ
と

り
親
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」
及
び
「
子
育
て
支

援
総
合
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
。

○ 

「
21
世
紀
ク
ラ
ブ
」
…
２
月
３
日
に
長
崎
県
長
崎

市
の
「
歴
史
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」、
４
日

に
五
島
市
の
「
Ｅ
Ｖ
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
」、
５

日
に
大
村
市
の「
地
場
産
業
の
振
興
」に
つ
い
て
。

○ 

「
三
郷
中
央
え
き
ち
か
子
育
て
保
育
事
業
」
に
つ

い
て
…
１
月
15
日
に
宮
城
県
塩
竈
市
議
会
民
生

常
任
委
員
会
。

○ 

「
公
共
施
設
及
び
土
地
区
画
整
備
事
業
の
現
況
や

課
題
な
ど
」
に
つ
い
て
…
１
月
22
日
に
長
野
県

安
曇
野
市
議
会
信
誠
会
。

○ 

「
地
域
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
及
び
ふ
く
し
総
合

支
援
事
業
」
に
つ
い
て
…
２
月
１
日
に
大
阪
府

八
尾
市
議
会
市
民
ク
ラ
ブ
・
柏
原
市
議
会
市
政

ク
ラ
ブ
。

○ 

「
日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
…

２
月
４
日
に
山
形
県
上
山
市
議
会
創
志
会
。


